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本機をご使用中の事故、ﾄﾗﾌﾞﾙなどの責任について弊社では責任を負いかねます。ご了承ください。

1.安全について

！ 危険
設置の際、取り付け、電源接続は確実に行い、砂袋等で転倒防止対策を行ってください。
強風、電源ｺｰﾄﾞの引っかけ等で転倒した場合、事故の発生や故障の原因となることがあります。

！ 警告
○分解、改造を行わないでください。火災、感電、故障の原因となる事があります。
修理は、当社にご依頼ください。（分解、改造品は、修理に応じられない場合もございます。）

○万一、煙がでている、変な臭いがするなどの場合、すぐに電源ｺｰﾄﾞを抜いて使用を中止してください。
異常状態のまま使用すると、火災、感電の原因となる事があります。

○万一、本機内部に水などが入った場合、すぐに電源ｺｰﾄﾞを抜いて使用を中止してください。
そのまま使用すると、火災、感電、故障の原因となる事があります。

○電源は、指定電源を使用してください。他のものを使用した場合、
火災、感電、故障の原因となる事があります。

○濡れた手で電源ｺｰﾄﾞの抜き差しを行わないでください。感電の原因となる事があります。
交流電源使用時には、ｱｰｽを取ってください。

○ｺﾈｸﾀｰの取付けは確実に行ってください。
緩んだ状態で使用しますと、漏電、感電、故障の原因となる事があります。

！ 注意
○使用しないときは水のかからない場所で保管してください。故障の原因になります。
特に接続ｹｰﾌﾞﾙのｺﾈｸﾀｰ接触部分は腐食の原因になります。

○搬送時は必ず信号機部の電源をOFFにしてください。
法令に抵触する可能性があります。

ｿｰﾗｰﾊﾟﾈﾙ部
○ｿｰﾗｰﾊﾟﾈﾙのﾊﾟﾈﾙ面に日が当たるよう設置してください。
方向が適切でないとｿｰﾗｰﾊﾟﾈﾙの性能が充分発揮されません。

○ﾊﾟﾈﾙ面の汚れは発電効率を維持するため定期的に清掃してください。
○ｿｰﾗｰﾊﾟﾈﾙに陰ができると発電量が低下します。

ﾊﾞｯﾃﾘｰ部
○ご使用前にﾊﾞｯﾃﾘｰを満充電にしてください。また、保管時もﾊﾞｯﾃﾘｰを満充電にしてください。
○ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾌﾘｰの密閉型ﾊﾞｯﾃﾘｰを使用しています。分解してﾊﾞｯﾃﾘｰ液の補充等は必要ありません。
○使用の際はﾊﾞｯﾃﾘｰﾎﾞｯｸｽの上蓋を閉めて使用してください。

その他
○高圧な水流での洗浄にはご注意ください。内部浸水の可能性があります。
○移動の際は定期的にﾉﾌﾞﾎﾞﾙﾄが固定されているか確認してください。
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このたびは、弊社製品をご選定いただき、誠にありがとうございます。この製品を安全に
ご使用いただく為にも、本取扱説明書をよくお読みの上、ご使用して下さるようお願いします。
お読みになった後は、本書をいつでも見られるところに保管してください。
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2.はじめに

製品外観及び仕様は改良のため予告なく変更する事がございます。

IGS225DS

IGS125DS

IGS230DS3

IGS130DS3

IGS225DS3

IGS125DS3



3.本機の特徴

◎ ソーラー電源でコードレス、電源手配心配なし

満充電で約7日間、無充電動作可能

◎ GPS同期式信号機

GPS電波による正確な時刻同期

◎ 4叉路に対応

4台の信号機を使用して、4方向の道路に対し1つずつ青/赤規制が可能

◎ パターン番号による簡単設定操作

信号機時間設定は、パターン表から選ぶだけ

◎ 任意時間の設定可能

青時間調整、任意設定機能を標準装備

◎ 手動での信号切換にも対応

信号機だけで、青、赤信号を手動切換が可能
※有線および無線リモコンにも対応 (オプション)

◎ 弊社LED標示機との連動機能を標準装備

弊社LED標示機との連動機能内蔵、赤信号時、文字表示の切替が可能

◎ リセット機能装備

機能を初期状態に戻すﾘｾｯﾄ機能を装備し、簡単に設定を工場出荷状態へ
※設定ｽﾀｰﾄﾎﾞﾀﾝを長押し（約5秒）
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ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙ電源ｿｰﾗｰﾊﾟﾈﾙ

制御回路

密閉型鉛電池

充電電流
多い

発電大

発電量が多いため、信号機の駆動と同時に
バッテリーへの充電を行います。

信号機

ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙ電源

制御回路

密閉型鉛電池

発電少または無し

パネルが陰になっている時や夜間は、バッテリーから
電気を取り出して信号機を駆動します。

信号機

4.ｿｰﾗｰ式電源について

○本機は、内蔵電池が満充電された状態で、仮にｿｰﾗｰﾊﾟﾈﾙによる発電が全くない場合でも、
長時間動作するように設計されていますので、太陽光がｿｰﾗｰﾊﾟﾈﾙに当たれば当たるほど、
動作時間を延ばして動作させることができます。

○天候が比較的良い日が続く場合、他電源による充電をしなくても
連続動作させることが可能になります。
ｿｰﾗｰ式には、このような特性がありますので、この点をご理解の上、
ご利用いただくようお願いいたします。

○ｿｰﾗｰﾊﾟﾈﾙの表面は、汚れ等がありますと発電効率が下がりますので、
柔らかい布等できれいにしてください。

※ｿｰﾗｰ式電源は天候、設置環境、条件等により性能を十分に発揮出来ない場合があります。

◎太陽光が十分当たっている時の電気の流れ

発電量が本機での使用量より多いとﾊﾞｯﾃﾘｰを充電し、夜間に使用。

◎太陽光が少ない時や夜間又は、ﾊﾟﾈﾙが陰になっている時の電気の流れ

発電量が少ないと太陽光発電とﾊﾞｯﾃﾘｰからの電力を使用

ｿｰﾗｰﾊﾟﾈﾙ
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5.各部の名称

<1>本体

信号灯

吊り上げﾌｯｸ

待ち時間表示

操作/設定部（扉付）

固定用ﾉﾌﾞﾎﾞﾙﾄ

ｿｰﾗｰﾊﾟﾈﾙ

連動機能出力ｺﾈｸﾀｰ

ﾘﾓｺﾝ入力ｺﾈｸﾀｰ

ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙ電源

外観 （標準型 2灯式での説明）

青/赤手動操作ｽｲｯﾁ
（正面からみて引張ると青）

背面ﾓﾆﾀｰ
(裏側から動作確認可)

電源入力ｹｰﾌﾞﾙ

1灯式
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①電源ｽｲｯﾁ

本機の電源ｽｲｯﾁ。上側「ON」を押すと電源が入ります。

②親子設定

信号機を親機信号機か子機信号機かに設定。選択ﾎﾞﾀﾝを押す毎に「親」「子1」「子2」「子3」
とﾗﾝﾌﾟが点灯表示します。
「子2」は、三叉路用の3台目として設定、「子3」は、四叉路用の4台目として設定。

③ﾊﾟﾀｰﾝ番号設定（2種類の設定機能があります）

A)内蔵のﾀｲﾑﾃｰﾌﾞﾙで使用する場合（「ﾊﾟﾀｰﾝ番号」ﾗﾝﾌﾟ点灯時）
「100」「10」「1」ﾎﾞﾀﾝでﾊﾟﾀｰﾝ番号を入力。
※「青時間調整」「通勤ﾗｯｼｭﾓｰﾄﾞ」での使用時も上記ﾊﾟﾀｰﾝ番号の入力が必要となります。

B)「任意設定」（ﾀｲﾑﾃｰﾌﾞﾙに無い設定）で使用する場合（「ﾊﾟﾀｰﾝ番号」ﾗﾝﾌﾟ消灯時）
「100」「10」「1」ﾎﾞﾀﾝで共通赤時間（秒）を入力します。
（青時間は⑤「青時間調整」で入力します。）

<2>信号機操作ﾊﾟﾈﾙ部
操作ﾊﾟﾈﾙの各ﾎﾞﾀﾝ･ﾗﾝﾌﾟ表示について説明します。
具体的な操作方法については [6.信号機ﾊﾟﾀｰﾝ設定例] を参照してください。

⑤

⑥

⑦

⑧

⑪

⑫

⑨

⑩
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※操作ﾊﾟﾈﾙのﾗﾝﾌﾟは、1分間操作をしないと省ｴﾈのため消灯します。
（ただし動作確認のため、②親/子設定のいずれかのﾗﾝﾌﾟまたは⑥手動操作のﾗﾝﾌﾟは点滅表示しています。）
再度点灯・操作する場合は、「設定ｽﾀｰﾄ」ﾎﾞﾀﾝを押してください。
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④設定ｽﾀｰﾄ

このﾎﾞﾀﾝを押すと入力状態を確定記憶して同期運転をｽﾀｰﾄさせます。
必ず最後に押してください。
また、省ｴﾈﾓｰﾄﾞで操作ﾊﾟﾈﾙ部の表示が消灯しているとき、押すことで再点灯します。
※5秒以上長押しすると本機がﾘｾｯﾄ（初期化）されます。

⑤青時間調整

「親機」「子1機」の青時間に差をつけたい時に設定。

⑥手動操作
手動操作SW/(ﾘﾓｺﾝ)による信号灯部の操作が可能な状態時に点灯。（人による信号灯操作）
解除する時は、もう一度押してﾗﾝﾌﾟを消灯させてください。

⑦通勤ﾗｯｼｭﾓｰﾄﾞ
通勤ﾗｯｼｭﾓｰﾄﾞを有効にします。解除する時は、もう一度押してﾗﾝﾌﾟを消灯させてください。
このﾓｰﾄﾞは、朝夕の決まった時間帯に、親機、子1機の青時間を増減させます。

⑧ﾄﾝﾈﾙﾓｰﾄﾞ
ﾄﾝﾈﾙﾓｰﾄﾞを有効にします。解除する時は、もう一度押してﾗﾝﾌﾟを消灯させてください。
このﾓｰﾄﾞは信号機を同期させる時計を、GPS衛星の時刻ﾃﾞｰﾀ（世界標準時）ではなく、内部時計
により行います。ﾄﾝﾈﾙの中などで、GPS衛星電波の受信できない場所で使用してください。

⑨任意設定
任意設定ﾓｰﾄﾞを有効にします。解除する時は、もう一度押してﾗﾝﾌﾟを消灯させてください。
同時にﾊﾟﾀｰﾝ番号ﾗﾝﾌﾟも消灯します。このﾓｰﾄﾞは、特殊なｹｰｽの工事現場において、ﾀｲﾑﾃｰﾌﾞﾙ
にない時間設定をしたいときに「親機」「子1機」の共通赤時間と青時間を任意に設定できます。
ﾄﾝﾈﾙﾓｰﾄﾞでも使用できますが、三叉路（3台使用）、四叉路（4台使用）では、使用できません。

⑩赤点滅
同期運転を停止して、信号灯を赤点滅にします。また、他の運転ﾓｰﾄﾞに切り換え直後、
信号灯が赤点滅時もこの赤ﾗﾝﾌﾟが点灯します。

⑪GPS受信
動作状態を示すﾗﾝﾌﾟです。１秒間隔で点滅している時は、GPS衛星電波を受信中です。
その後、電波を受信すると点灯に変わります。（1ヶ月以上使用していなかった場合、
GPS衛星の情報再取得のため、受信まで約1分～3分程かかることがあります。）

⑫異常ﾗﾝﾌﾟ
内部ﾏｲｺﾝの自己診断により、何らかの故障が発生した時に点灯し、安全のため信号灯は
赤点滅になり、操作ﾊﾟﾈﾙ「ﾊﾟﾀｰﾝ番号設定」部分にEで始まるｴﾗｰ番号を表示します。
ｴﾗｰ内容については「ｴﾗｰ表示について」を参照してください。



6.信号機ﾊﾟﾀｰﾝ設定例

1） 使用例1〈交互通行（ﾀｲﾑﾃｰﾌﾞﾙ）使用時〉・・・基本使用例

1 ① 電源ｽｲｯﾁON
[手動操作][通勤ﾗｯｼｭﾓｰﾄﾞ][ﾄﾝﾈﾙﾓｰﾄﾞ][任意設定]が点灯している場合は、
ﾎﾞﾀﾝを押してﾗﾝﾌﾟを消してください。
[青時間調整]が点灯している場合は「0」にしてください。
「赤点滅」は点滅していても構いません。
ﾘｾｯﾄ機能で工場出荷状態に戻す事でも上記状態になります。

2 ② 親子の設定
[選択]ﾎﾞﾀﾝを押して 1台目 → 親

2台目 → 子1 に設定します。

3 ③ ﾊﾟﾀｰﾝ番号設定（時間割設定）
ﾀｲﾑﾃｰﾌﾞﾙ{1～40} {101～120} {141～146}から、適当な時間割の番号を選択します。
その番号を、[100][10][1]のﾎﾞﾀﾝで設定します。
2台目にも同じ番号を設定します。

4 ④[設定ｽﾀｰﾄ]を押して運転開始

⑤

⑥

⑦

⑧

⑪

⑫

⑨

⑩

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

数字が表示されている場合は、
下の[10][1]ﾎﾞﾀﾝを押して
[0]にしてください。

1台目（親）2台目（子）

①

②

③

④
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1 ① 電源ｽｲｯﾁON
[手動操作][通勤ﾗｯｼｭﾓｰﾄﾞ][ﾄﾝﾈﾙﾓｰﾄﾞ][任意設定]が点灯している
場合はﾎﾞﾀﾝを押してﾗﾝﾌﾟを消してください。
[赤点滅]は点滅していても構いません。
ﾘｾｯﾄ機能で工場出荷状態に戻す事でも上記状態になります。

2 ② 親子の設定
[選択]ﾎﾞﾀﾝを押して 1台目 → 親（設定した青時間がﾌﾟﾗｽされる）

2台目 → 子1（設定した青時間がﾏｲﾅｽされる）に設定します。

3 ③ ﾊﾟﾀｰﾝ番号設定（時間割設定）
ﾀｲﾑﾃｰﾌﾞﾙから適当な時間割の番号を選択します。(141～146番除く）
その番号を、[100][10][1]のﾎﾞﾀﾝで設定します。 2台目にも同じ番号を設定します。

4 ⑤ 青時間の調整
調整したい秒数を[10][1]のﾎﾞﾀﾝで設定します。[10]を長押しすると数字を早く送れます。
設定した秒数が親機にはﾌﾟﾗｽされ、子1機からはﾏｲﾅｽされます。
2台目にも同じ時間を設定します。

5 ④ [設定ｽﾀｰﾄ]を押して運転開始

2） 使用例2〈交互通行（青時間調整）使用時〉・・・親機、子機の青時間差の設定

✳注意1

⑥

⑦

⑧

⑪

⑫

⑨

⑩

1台目

2台目

消灯

消灯

消灯

消灯

≪注意1≫
親と子1の青時間が最初から違う
ﾊﾟﾀｰﾝ番号は、調整できません。

※最大調整時間は、40％ までです。
※三叉路/四叉路使用時は青時間調整
されるのは親機・子1機間のみで、
子2機、子3機は変化しません。

例：ﾊﾟﾀｰﾝ番号01で、青時間調整を設定した場合
親 青時間 10秒 最大待ち時間 30秒
子1 青時間 10秒 最大待ち時間 30秒

青時間調整を「3秒」に設定すると

親 青時間 13秒 最大待ち時間 27秒
子1 青時間 7秒 最大待ち時間 33秒
共通赤時間変らず 親子とも 10秒 になります

①

②

③

④

⑤
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4 ⑤ 青時間の調整
調整したい秒数を[10][1]のﾎﾞﾀﾝで設定します。[10]を長押しすると数字を早く送れます。
2台目にも同じ時間を設定します。

3） 使用例3〈交互通行（通勤ﾗｯｼｭﾓｰﾄﾞ）使用時〉
朝(6：00～9：00) 夕(17:00～20:00) の一定時間のみ、親子の青時間を変化させる使い方です。
（朝夕、上り・下りの決まった方向の交通量が増える場合、渋滞緩和に効果があります。）
朝(6:00～9:00)は親機の青時間がﾌﾟﾗｽされ、夕(17:00～20:00)は子１機の青時間がﾌﾟﾗｽされます。

6 ④[設定ｽﾀｰﾄ]を押して開始

1 ① 電源ｽｲｯﾁON
[手動操作][通勤ﾗｯｼｭﾓｰﾄﾞ][ﾄﾝﾈﾙﾓｰﾄﾞ][任意設定]が点灯している場合はﾎﾞﾀﾝを押して
ﾗﾝﾌﾟを消してください。（通勤ﾗｯｼｭﾓｰﾄﾞは解除される） [赤点滅]は点滅していても構いません。
ﾘｾｯﾄ機能で工場出荷状態に戻す事でも上記状態になります。

2 ② 親子の設定
[選択]ﾎﾞﾀﾝを押して 1台目 → 親（設定した青時間がﾌﾟﾗｽされる）

2台目 → 子1（設定した青時間がﾏｲﾅｽされる）に設定します。

3 ③ ﾊﾟﾀｰﾝ番号設定（時間割設定）
ﾀｲﾑﾃｰﾌﾞﾙ{1～40}番から適当な時間割の番号を選択し、[100][10][1]のﾎﾞﾀﾝで設定します。
2台目にも同じ番号を設定します。

5 ⑦通勤ﾗｯｼｭﾓｰﾄﾞﾎﾞﾀﾝを押します。
ﾗﾝﾌﾟ点灯

⑥

⑦

⑧

⑪

⑫

⑨

⑩

⑤

例:ﾊﾟﾀｰﾝ番号1で青時間調整を「3」秒に設定し
「通勤ﾗｯｼｭﾓｰﾄﾞ」をｵﾝにして運転した時
●6:00 ～ 9:00まで

親 青時間 13秒 最大待ち時間 27秒
子1 青時間 7秒 最大待ち時間 33秒
共通赤時間 親子とも 10秒

●17:00 ～ 20:00まで
親 青時間 7秒 最大待ち時間 33秒
子1 青時間 13秒 最大待ち時間 27秒
共通赤時間 親子とも 10秒

●その他の時間帯
親 青時間 10秒 最大待ち時間 30秒
子１ 青時間 10秒 最大待ち時間 30秒
共通赤時間 親子とも 10秒
(ﾊﾟﾀｰﾝﾃｰﾌﾞﾙどおりに運転）

消灯

消灯

消灯

1台目

2台目

①

②

③

④

消灯
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4） 使用例4〈三叉路（３台）使用時〉
3台の信号機を使用して、そのうちの1台だけが、順番に青になる動作です。

1 ① 電源ｽｲｯﾁON
「手動操作」「通勤ﾗｯｼｭﾓｰﾄﾞ」「ﾄﾝﾈﾙﾓｰﾄﾞ」「任意設定」が点灯している
場合はﾎﾞﾀﾝを押してﾗﾝﾌﾟを消してください。
「赤点滅」は点滅していても構いません。
ﾘｾｯﾄ機能で工場出荷状態に戻す事でも上記状態になります。

2 ② 親子の設定
[選択]ﾎﾞﾀﾝを押して 1台目 → 親

2台目 → 子1
3台目 → 子2 に設定します。

3 ③ ﾊﾟﾀｰﾝ番号設定（時間割設定）
ﾀｲﾑﾃｰﾌﾞﾙ[51～93][151～171]から適当な時間割の番号を選択します。
その番号を、「100」「10」「1」のﾎﾞﾀﾝで設定します。
2台目と3台目にも同じ番号を設定します。

4 ④[設定ｽﾀｰﾄ]を押して運転開始

⑤

⑥

⑦

⑧

⑪

⑫

⑨

⑩

①

②

③

④

1台目2台目

消灯

消灯

消灯

消灯

3台目

消灯 数字が表示されている合は、
下の[10][1]ﾎﾞﾀﾝを押して
「0」にしてください。
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5） 使用例5〈四叉路（4台）使用時〉
4台の信号機を使用して、そのうちの1台だけが、順番に青になる動作です。

1 ① 電源ｽｲｯﾁON
[手動操作][通勤ﾗｯｼｭﾓｰﾄﾞ][ﾄﾝﾈﾙﾓｰﾄﾞ][任意設定]が点灯している場合はﾎﾞﾀﾝを押して
ﾗﾝﾌﾟを消してください。 [赤点滅]は点滅していても構いません。
ﾘｾｯﾄ機能で工場出荷状態に戻す事でも上記状態になります。

2 ② 親子の設定
[選択]ﾎﾞﾀﾝを押して 1台目 → 親

2台目 → 子1
3台目 → 子2
4台目 → 子3 に設定します。

3 ③ ﾊﾟﾀｰﾝ番号設定（時間割設定）
ﾀｲﾑﾃｰﾌﾞﾙ{201～236}から適当な時間割の番号を選択します。
その番号を、[100][10][1]のﾎﾞﾀﾝで設定します。
2台目、3台目、4台目にも同じ番号を設定します。

4 ④[設定ｽﾀｰﾄ]を押して運転開始

⑤

⑥

⑦

⑧

⑪

⑫

⑨

⑩

①

②

③

④

1台目2台目

消灯

消灯

消灯

消灯

3台目

消灯

数字が表示されている場合は、
下の[10][1]ﾎﾞﾀﾝを押して
「0」にしてください。

4台目
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6） 使用例6〈手動操作/(有線ﾘﾓｺﾝ)使用時〉
手動操作/(有線ﾘﾓｺﾝ)で赤信号/青信号を任意に切替える使い方です。

1 ① 電源ｽｲｯﾁON
すでに運用している時はそのまま次へ

2 ⑥ 手動操作ON ﾗﾝﾌﾟ点灯
信号機は赤点滅 自動運転は解除
手動操作SWを信号機正面から見て引張ると青信号、押すと赤信号

ｵﾌﾟｼｮﾝの有線ﾘﾓｺﾝにつては、ﾘﾓｺﾝの取扱説明書を参照ください。

⑤

⑦

⑧

⑪

⑫

⑨

⑩

①

②

③

④

⑥
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7） 使用例7〈ﾄﾝﾈﾙﾓｰﾄﾞ使用時〉
この信号機は、GPS衛星からの時刻ﾃﾞｰﾀを元に同期運転しますが、ﾄﾝﾈﾙの中など衛星電波の
受信が困難な場所で使用したいときは、信号機内部の時計で同期運転させることができます。
（組で使用する信号機の同時ｽﾀｰﾄが必要です。）

1 信号機を使用する目的に合わせて設定します。[通勤ﾗｯｼｭﾓｰﾄﾞ]機能は使用できません。

2 ⑧ [設定ｽﾀｰﾄ]ﾎﾞﾀﾝを押す前に[ﾄﾝﾈﾙﾓｰﾄﾞ]のﾎﾞﾀﾝを押して、ﾗﾝﾌﾟを点灯させます。
組で使用する信号機全てに[ﾄﾝﾈﾙﾓｰﾄﾞ]を設定する必要があります。

3  組で使用する信号機の[設定ｽﾀｰﾄ]ﾎﾞﾀﾝを、同時に押します。
（同時に押すことにより、内部の時計がﾘｾｯﾄｽﾀｰﾄします。)

⑤

⑥

⑦

⑧

⑪

⑫

⑨

⑩

点灯

※内部の時計は、充分な時計精度を持っていますが、
安全の為一週間に一度は同時押しｽﾀｰﾄを行い、
内部時計を合わせてください。

※GPS電波で同期運転させる時は、組で使用する
信号機すべての「ﾄﾝﾈﾙﾓｰﾄﾞ」ﾗﾝﾌﾟを消してください。

‐14-



8） 使用例8〈任意設定使用時〉
ﾀｲﾑﾃｰﾌﾞﾙを使用せずに、共通赤時間、親機・子1機の青時間を任意に設定することができます。

1 ① 電源ｽｲｯﾁON
[手動操作][通勤ﾗｯｼｭﾓｰﾄﾞ][ﾄﾝﾈﾙﾓｰﾄﾞ][任意設定]が点灯している
場合はﾎﾞﾀﾝを押してﾗﾝﾌﾟを消してください。（[任意設定]も一旦解除します。）
[赤点滅]は点滅していても構いません。
ﾘｾｯﾄ機能で工場出荷状態に戻す事でも上記状態になります。

2 ② 親子の設定
[選択]ﾎﾞﾀﾝを押して 1台目 → 親

2台目 → 子1 に設定します。

3 ⑨ 任意設定ﾎﾞﾀﾝON
[ﾊﾟﾀｰﾝ番号]のﾗﾝﾌﾟが消えます。
[任意設定共通赤]で、共通赤時間（秒数）を[100][10][1]のﾎﾞﾀﾝで設定します。
[青時間調整]で、親子の青時間（秒数）を[10][1]のﾎﾞﾀﾝで設定します。
（親機と子1機の青時間を別々に設定はできません。）
2台目にも、[共通赤時間][青時間]に同じ時間を設定します。

4 ④[設定ｽﾀｰﾄ]を押して運転開始

⑤

⑥

⑦

⑧

⑪

⑫

⑨

⑩

1台目

2台目

消灯

消灯

消灯

この任意設定では必ず親機の共通赤時間と
子1機の共通赤時間、親機の青時間と子1機
の青時間を同じ時間に設定してください。

違った場合、親機と子1機で同期しません。

青時間を設定
親機・子１機に必ず同じ時間を入
力します

共通赤時間を設定
親機・子１機に必ず同じ時間を入
力します

※この任意設定ﾓｰﾄﾞは、三叉路/4叉路
（3台使用/４台使用）では使えません。

※最大待時間が10分以上の場合、信号灯
の待時間表示は分表示のみです。
（例） 9分59秒 → 9：59

10分59秒 → ：10
(最大待時間＝共通赤時間×2＋青時間)

①

②

④
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7.（1）信号機ﾀｲﾑﾃｰﾌﾞﾙ
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（2）信号機ﾀｲﾑﾃｰﾌﾞﾙ

（信号機背面の表は下表の一部です。）
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8.信号機のｴﾗｰ表示

本機は、内蔵ﾏｲｺﾝが自己診断を行いある程度の故障を発見します。
何か障害を検知すると、安全のため信号灯を赤点滅にし、操作ﾊﾟﾈﾙ（「ﾊﾟﾀｰﾝ表示」部分）に
Eで始まるｴﾗｰ番号を表示します。

ｴﾗｰ番号 ｴﾗｰ内容

10,11

12

3

4

5，7，9

6

内部時計のﾊｰﾄﾞｳｴｱ的なｴﾗｰ

内部時計のﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟｴﾗｰ

内部時計からの時刻信号がない（発振停止）

内部時計2100年以上を検出

不揮発ﾒﾓﾘｰの異常

GPS受信機との通信ができない

E×× ××がｴﾗｰ番号

上記ｴﾗｰが発生した場合は、弊社までお問い合わせください。

※1ヵ月以上使用がなかった場合、ｴﾗｰ番号 E11またはE12が表示される場合がありますが、
故障ではありません。ｴﾗｰが表示された場合、「設定ｽﾀｰﾄﾎﾞﾀﾝ」を押して本機が作動後に
ｴﾗｰ表示は消灯します。

＜ﾘｾｯﾄの手順＞
①操作ﾊﾟﾈﾙの「ﾄﾝﾈﾙﾓｰﾄﾞﾎﾞﾀﾝ」を押してﾎﾞﾀﾝのLEDを点灯させる。
②「設定ｽﾀｰﾄﾎﾞﾀﾝ」を押す。
③3秒以上待って再び「ﾄﾝﾈﾙﾓｰﾄﾞﾎﾞﾀﾝ」を押す。（ﾎﾞﾀﾝのLEDﾗﾝﾌﾟ消灯）
④使用したいﾊﾟﾀｰﾝ番号を設定し「設定ｽﾀｰﾄ」ﾎﾞﾀﾝを押す。
⑤GPS電波を受信し、赤点滅から同期運転になるか確認する。
⑥組にして使用している信号機と同期運転しているか確認する。

(ﾘｾｯﾄ中又はﾘｾｯﾄ動作をしても、再びｴﾗｰ表示する場合は弊社までお問合せください。)

※軽い結露の場合、結露が解消された上で下記の手順でﾘｾｯﾄを行うこともできますが、
その際は、信号機が正常に同期運転しているか確認をお願いします。
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点検項目一覧表

使用前の点検及び定期点検は必ず実施してください。
日常の点検/整備により事故・故障を未然に防ぐ事が出来ます。
点検を怠ると、故障や機器の寿命が短くなる恐れがあります。

区分 点検内容
推奨時期

使用時 3ヵ月

清掃

点灯動作確認

昇降動作確認

ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟｸﾞﾘｽ塗布

ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ点検（曲がり、緩み、腐食、ｷﾝｸ、断線等）

外観点検（ｸﾗｯｸ、損傷、塗装剥離、ｻﾋﾞ、取付ﾈｼﾞ等）

ｺｰﾄﾞ類の傷、断線、破損

取付ﾎﾞﾙﾄ・ﾅｯﾄ等の緩み点検

清掃

点灯動作確認

外観点検（ｸﾗｯｸ、損傷、塗装剥離、ｻﾋﾞ、取付ﾈｼﾞ等）

ｺｰﾄﾞ類の傷、断線、破損

取付ﾎﾞﾙﾄ・ﾅｯﾄ等の緩み点検

清掃

ﾋｭｰｽﾞ点検

ｺﾈｸﾀｰ接続勘合、割れ、変形確認

ｺｰﾄﾞ類の傷、断線、破損

取付ﾎﾞﾙﾄ・ﾅｯﾄ等の緩み点検

清掃

ｺｰﾄﾞ類の傷、断線、破損

ﾊﾟﾈﾙ部の割れ

転倒防止用の準備（土嚢、ﾛｰﾌﾟ・・等）

周囲に転倒注意喚起されている

操作確認

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

標示機部/立脚外観

信号灯部/支柱外観

転倒防止策

ﾘﾓｺﾝ

ﾊﾞｯﾃﾘｰ部

ｿｰﾗｰﾊﾟﾈﾙ部

ｽｲｯﾁ類、防水ｶﾊﾞｰの破損

ｽｲｯﾁ類、防水ｶﾊﾞｰの破損

ﾊﾞｯﾃﾘｰ容量

○

○

○

※必要部を点検ください。

MS0911-00
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10.保証について

本機の保証期間は、納入後1年間です。この間に発生した故障で、原因が明らかに弊社の責任と
判断された場合には、無償修理いたします。

使用環境などにより、塗装が経年劣化から色あせを起こす場合があります。
（保証期間中でも、取り扱いﾐｽ、天災等によるものは、有償修理となります。）

ﾒﾓ

製造元
株式会社インフォメックス松本

〒399-8205
長野県安曇野市豊科2571番11
TEL 0263(88)2110㈹
FAX 0263(50)5325

お問い合わせは
弊社 営業部まで

E-Mail：sales@inform-ex.co.jp
URL   ：https://www.inform-ex.co.jp
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主な仕様 1

本体高さ

幅

奥行

ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙ電源 ｿｰﾗｰﾊﾟﾈﾙ

BT-24B SL-15B

15kg 4kg

24Ah 15W

商用電源充電

太陽電池充電
※有効日射時間3.3時間

信号機

IGS225DS

2054mm

600mm

600mm

約7日間

約9日間

9時間

　発光部径250φ
　赤点灯時『×』抜き・青点灯時『↑』抜き
　超高輝度LED 赤：630nm以下
       　     青：470nm前後
　　　　　　　黄：591nm前後
　○自動同期運転
　　・ＧＰＳ衛星電波による同期方式　※1　　ﾗﾝﾀﾞﾑｽﾀｰﾄ可能
　　・ﾄﾝﾈﾙﾓｰﾄﾞ同期ｽﾀｰﾄによる内部時計同期方式
　○手動操作運転
　　　外部接点入力による信号灯手動切替
　○青時間調整　　最大40％まで増減・時間帯入替
　○任意設定時間入力
　○弊社LED標示機と連動動作
　○3叉路、4叉路対応
　○ﾘｾｯﾄ（初期化）機能搭載

昼夜2段階自動切り替え

※1　信号機を並べて確認すると時間表示がずれる事がありますが、ずれが大きくなる事はありません。

信号灯

制御方法

機能

輝度調整

※総重量は組み合わせ計算による（信号機本体+ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙ電源+ｿｰﾗｰﾊﾟﾈﾙ）

無日照無充電での連動動作時間
※満充電状態より

対象機種

-10℃～+50℃（結露なきこと）

ﾊﾞｯﾃﾘｰ動作のため、停電による運転停止なし

寸法

重量

消費電力

使用温度範囲

停電時

約20kg

2W以下

充電時間

対象機種

重量

電源



主な仕様 2

本体高さ

幅

奥行

ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙ電源 ｿｰﾗｰﾊﾟﾈﾙ

BT-38B SL-36A

19kg 6kg

38Ah 36W

商用電源充電

太陽電池充電
※有効日射時間3.3時間

※総重量は組み合わせ計算による（信号機本体+ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙ電源+ｿｰﾗｰﾊﾟﾈﾙ）

無日照無充電での連動動作時間
※満充電状態より

対象機種

-10℃～+50℃（結露なきこと）

ﾊﾞｯﾃﾘｰ動作のため、停電による運転停止なし

寸法

重量

消費電力

使用温度範囲

停電時

約20kg

2W以下

充電時間

対象機種

重量

電源

約11日間

約6日間

14時間

　発光部径250φ
　赤点灯時『×』抜き・青点灯時『↑』抜き
　超高輝度LED 赤：630nm以下
            青：470nm前後
　　　　　　黄：591nm前後
　○自動同期運転
　　・ＧＰＳ衛星電波による同期方式　※1　　ﾗﾝﾀﾞﾑｽﾀｰﾄ可能
　　・ﾄﾝﾈﾙﾓｰﾄﾞ同期ｽﾀｰﾄによる内部時計同期方式
　○手動操作運転
　　　外部接点入力による信号灯手動切替
　○青時間調整　　最大40％まで増減・時間帯入替
　○任意設定時間入力
　○弊社LED標示機と連動動作
　○3叉路、4叉路対応
　○ﾘｾｯﾄ（初期化）機能搭載

昼夜2段階自動切り替え

※1　信号機を並べて確認すると時間表示がずれる事がありますが、ずれが大きくなる事はありません。

信号灯

制御方法

機能

輝度調整

信号機

IGS225DS3

2054mm

666mm

600mm



主な仕様 3

本体高さ

幅

奥行

ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙ電源 ｿｰﾗｰﾊﾟﾈﾙ

BT-24B SL-15B

15kg 4kg

24Ah 15W

商用電源充電

太陽電池充電
※有効日射時間3.3時間

※総重量は組み合わせ計算による（信号機本体+ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙ電源+ｿｰﾗｰﾊﾟﾈﾙ）

無日照無充電での連動動作時間
※満充電状態より

対象機種

-10℃～+50℃（結露なきこと）

ﾊﾞｯﾃﾘｰ動作のため、停電による運転停止なし

寸法

重量

消費電力

使用温度範囲

停電時

約17kg

2W以下

充電時間

対象機種

重量

電源

約7日間

約9日間

9時間

　発光部径250φ
　赤点灯時『×』抜き・青点灯時『↑』抜き
　超高輝度LED 赤：630nm以下
            青：470nm前後
　　　　　　黄：591nm前後
　○自動同期運転
　　・ＧＰＳ衛星電波による同期方式　※1　　ﾗﾝﾀﾞﾑｽﾀｰﾄ可能
　　・ﾄﾝﾈﾙﾓｰﾄﾞ同期ｽﾀｰﾄによる内部時計同期方式
　○手動操作運転
　　　外部接点入力による信号灯手動切替
　○青時間調整　　最大40％まで増減・時間帯入替
　○任意設定時間入力
　○弊社LED標示機と連動動作
　○3叉路、4叉路対応
　○ﾘｾｯﾄ（初期化）機能搭載

昼夜2段階自動切り替え

※1　信号機を並べて確認すると時間表示がずれる事がありますが、ずれが大きくなる事はありません。

信号灯

制御方法

機能

輝度調整

信号機

IGS125DS

1847mm

600mm

600mm



主な仕様 4

本体高さ

幅

奥行

ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙ電源 ｿｰﾗｰﾊﾟﾈﾙ

BT-38B SL-36A

19kg 6kg

38Ah 36W

商用電源充電

太陽電池充電
※有効日射時間3.3時間

信号機

IGS125DS3

1847mm

666mm

600mm

約11日間

約6日間

14時間

　発光部径250φ
　赤点灯時『×』抜き・青点灯時『↑』抜き
　超高輝度LED 赤：630nm以下
            青：470nm前後
　　　　　　黄：591nm前後
　○自動同期運転
　　・ＧＰＳ衛星電波による同期方式　※1　　ﾗﾝﾀﾞﾑｽﾀｰﾄ可能
　　・ﾄﾝﾈﾙﾓｰﾄﾞ同期ｽﾀｰﾄによる内部時計同期方式
　○手動操作運転
　　　外部接点入力による信号灯手動切替
　○青時間調整　　最大40％まで増減・時間帯入替
　○任意設定時間入力
　○弊社LED標示機と連動動作
　○3叉路、4叉路対応
　○ﾘｾｯﾄ（初期化）機能搭載

昼夜2段階自動切り替え

※1　信号機を並べて確認すると時間表示がずれる事がありますが、ずれが大きくなる事はありません。

信号灯

制御方法

機能

輝度調整

※総重量は組み合わせ計算による（信号機本体+ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙ電源+ｿｰﾗｰﾊﾟﾈﾙ）

無日照無充電での連動動作時間
※満充電状態より

対象機種

-10℃～+50℃（結露なきこと）

ﾊﾞｯﾃﾘｰ動作のため、停電による運転停止なし

寸法

重量

消費電力

使用温度範囲

停電時

約17kg

2W以下

充電時間

対象機種

重量

電源



主な仕様 5

本体高さ

幅

奥行

ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙ電源 ｿｰﾗｰﾊﾟﾈﾙ

BT-38B SL-3D

19kg 6kg

38Ah 36W

商用電源充電

太陽電池充電
※有効日射時間3.3時間

信号機

IGS130DS3

1910mm

700mm

700mm

約11日間

約6日間

14時間

　発光部径300φ
　赤点灯時『×』抜き・青点灯時『↑』抜き
　超高輝度LED 赤：630nm以下
      　      青：470nm前後
　　　　　　　黄：591nm前後

　○自動同期運転
　　・ＧＰＳ衛星電波による同期方式　※1　　ﾗﾝﾀﾞﾑｽﾀｰﾄ可能
　　・ﾄﾝﾈﾙﾓｰﾄﾞ同期ｽﾀｰﾄによる内部時計同期方式
　○手動操作運転
　　　外部接点入力による信号灯手動切替

　○青時間調整　　最大40％まで増減・時間帯入替
　○任意設定時間入力
　○弊社LED標示機と連動動作
　○3叉路、4叉路対応
　○ﾘｾｯﾄ（初期化）機能搭載

　昼夜2段階自動切り替え

※1　信号機を並べて確認すると時間表示がずれる事がありますが、ずれが大きくなる事はありません。

信号灯

制御方法

機能

輝度調整

※総重量は組み合わせ計算による（信号機本体+ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙ電源+ｿｰﾗｰﾊﾟﾈﾙ）

無日照無充電での連動動作時間
※満充電状態より

対象機種

-10℃～+50℃（結露なきこと）

ﾊﾞｯﾃﾘｰ動作のため、停電による運転停止なし

寸法

重量

消費電力

使用温度範囲

停電時

約19kg

3W以下

充電時間

対象機種

重量

電源



主な仕様 6

本体高さ

幅

奥行

ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙ電源 ｿｰﾗｰﾊﾟﾈﾙ

BT-38B SL-3D

19kg 6kg

38Ah 36W

商用電源充電

太陽電池充電
※有効日射時間3.3時間

信号機

IGS230DS3

2152mm

700mm

700mm

約11日間

約6日間

14時間

　発光部径300φ
　赤点灯時『×』抜き・青点灯時『↑』抜き
　超高輝度LED 赤：630nm以下
    　        青：470nm前後
　　　　　　　黄：591nm前後
　○自動同期運転
　　・ＧＰＳ衛星電波による同期方式　※1　　ﾗﾝﾀﾞﾑｽﾀｰﾄ可能
　　・ﾄﾝﾈﾙﾓｰﾄﾞ同期ｽﾀｰﾄによる内部時計同期方式
　○手動操作運転
　　　外部接点入力による信号灯手動切替
　○青時間調整　　最大40％まで増減・時間帯入替
　○任意設定時間入力
　○弊社LED標示機と連動動作
　○3叉路、4叉路対応
　○ﾘｾｯﾄ（初期化）機能搭載

昼夜2段階自動切り替え

※1　信号機を並べて確認すると時間表示がずれる事がありますが、ずれが大きくなる事はありません。

信号灯

制御方法

機能

輝度調整

※総重量は組み合わせ計算による（信号機本体+ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙ電源+ｿｰﾗｰﾊﾟﾈﾙ）

無日照無充電での連動動作時間
※満充電状態より

対象機種

-10℃～+50℃（結露なきこと）

ﾊﾞｯﾃﾘｰ動作のため、停電による運転停止なし

寸法

重量

消費電力

使用温度範囲

停電時

約22kg

3W以下

充電時間

対象機種

重量

電源



信号機外観図 IGS225DS



信号機外観図 IGS225DS3



信号機外観図 IGS125DS



信号機外観図 IGS125DS3



信号機外観図 IGS230DS3



信号機外観図 IGS130DS3



組立順図 付属図

組立順 (標準品にて説明)

１．支柱を架台に、
4カ所ﾎﾞﾙﾄ/ﾅｯﾄ締め

２．ﾊﾞｯﾃﾘｰﾎﾞｯｸｽを架台に、
4カ所ﾎﾞﾙﾄ/ﾅｯﾄ締め

３．吊り上げ用ﾌｯｸを支柱に、
2カ所ﾎﾞﾙﾄ/ﾅｯﾄ締め
ﾅｯﾄはWﾅｯﾄ締め

４．ｿｰﾗｰﾊﾟﾈﾙを支柱に差込み
ﾉﾌﾞﾎﾞﾙﾄ固定

５．信号機本体を支柱に差込み
ﾉﾌﾞﾎﾞﾙﾄ固定

６．ｿｰﾗｰﾊﾟﾈﾙｹｰﾌﾞﾙと
信号機電源ｹｰﾌﾞﾙを吊り上げﾌｯｸ部
ｹｰﾌﾞﾙｶﾞｲﾄﾞに通す
(C型部に2カ所通す)

７．ｹｰﾌﾞﾙを接続、ﾊﾞｯﾃﾘｰﾎﾞｯｸｽ内に
ｿｰﾗｰﾊﾟﾈﾙｹｰﾌﾞﾙ→「ｿｰﾗｰ」
信号機電源ｹｰﾌﾞﾙ→「出力１」
ｹｰﾌﾞﾙはバﾊﾞｯﾃﾘｰﾎﾞｯｸｽの通線用
切欠きを通し、雨水侵入防止のため
U字型にしてください。

信号機 本体
IGS125D

信号機 本体
IGS225D

ﾊﾞｯﾃﾘｰﾎﾞｯｸｽ

ｿｰﾗｰﾊﾟﾈﾙ
組立図

吊上げ用
ﾌｯｸ

架台

支柱

電源ｹｰﾌﾞﾙ

○支柱取付
・ﾎﾞﾙﾄ M12x35  x4
・ﾅｯﾄ M12        x4
・ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾜｯｼｬｰ x4
・平ﾜｯｼｬｰ x8

○ﾊﾞｯﾃﾘｰﾎﾞｯｸｽ取付
・ﾎﾞﾙﾄ M8x20   x4
※ﾌﾗﾝｼﾞ付

・ﾅｯﾄ M8         x4
※ﾌﾗﾝｼﾞ付

○吊り上げ用ﾌｯｸ取付
Wﾈｯﾄ締め
・ﾎﾞﾙﾄ M10x75   x2
・ﾅｯﾄ M10         x4
・ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾜｯｼｬｰ x2
・平ﾜｯｼｬｰ x4

標準付属品

○キャスター
・ｷｬｽﾀｰ本体 x2
・ﾎﾞﾙﾄ M8x20  x8
・ﾅｯﾄ M8         x8
・ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾜｯｼｬｰ x8
・平ﾜｯｼｬｰ x16

ｷｬｽﾀｰ




